
今週
こんしゅう

の聖書
せいしょ

研究
けんきゅう

ガイドのポイント           アドベンチスト聴
ちょう

覚
かく

しょうがい者
しゃ

友
とも

の会
かい

                                

   

総
そう

 題
だい

 「神
かみ

の宣教
せんきょう

、私
わたし

の宣教
せんきょう

」     

      

第
だい

１０
じ ゅ っ

課
か

  伝
つた

えられていない人々
ひとびと

への宣教
せんきょう

（その１
いち

） 

小
こ

濱
はま

守
もり

宏
ひろ

 

 

１
いち

．安息日午後
あんそくにちごご

 

今週
こんしゅう

のポイント 

今週
こんしゅう

は、自
じ

分
ぶん

の居
い

心
ごこ

地
ち

の良
よ

い環
かん

境
きょう

から飛
と

び出
だ

して、見知
み し

らぬ人々
ひとびと

、価
か

値
ち

観
かん

の違
ちが

う人々
ひとびと

にどのようにイエス様
さま

を

伝
つた

えたら良
よ

いのか、パウロの経験
けいけん

を通
とお

して学
まな

びます。 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：アテネのヘブライ人
じん

 

 パウロは、神様
かみさま

がアテネに住
す

む人々
ひとびと

を救
すく

いたいと望
のぞ

んでいることを知
し

っていました。 

しかし、アテネという町
まち

は、いたる所
ところ

に偶像
ぐうぞう

があり、また、人間
にんげん

の知恵
ち え

を頼
たよ

りにしている哲学
てつがく

を大切
たいせつ

している

人々
ひとびと

が多
おお

く住
す

む場
ば

所
しょ

でした。アテネの人々
ひとびと

には、真
しん

の神様
かみさま

を信
しん

じている異
い

邦
ほう

人
じん

やユダヤ人
じん

と同
おな

じ方法
ほうほう

では伝道
でんどう

できないことをパウロは悟
さと

り、アテネの人々
ひとびと

が集
あつ

まる広
ひろ

場
ば

に行
い

き、情報
じょうほう

を集
あつ

め、研究
けんきゅう

しました。そしてアテネ

の人々
ひとびと

に伝
つた

わりやすい方法
ほうほう

を身
み

につけて伝道
でんどう

を試
こころ

みました。 

 

３
さん

．月曜日
げつようび

：アレオパゴスのパウロ 

 神様
かみさま

から使
し

命
めい

を与
あた

えられたパウロは、生
い

き方
かた

や価
か

値
ち

観
かん

の違
ちが

う人々
ひとびと

が集
あつ

まる広
ひろ

場
ば

に赴
おもむ

きイエスという神
かみ

を伝
つた

え

始
はじ

めます。パウロの話
はなし

を聞
き

き興
きょう

味
み

を持
も

ったアテネの人々
ひとびと

は、アレオパゴスという裁判所
さいばんしょ

に連
つ

れて行
い

きました。

人々
ひとびと

は、パウロの情熱
じょうねつ

に満
み

ちた言
こと

葉
ば

に感動
かんどう

して話
はなし

を聞
き

く目的
もくてき

でアレオパゴスにパウロを連
つ

れて行
い

っただけで、

裁判
さいばん

するつもりはありませんでした。 

 パウロは、聖霊
せいれい

の導
みちび

きのもとアテネの広
ひろ

場
ば

で人々
ひとびと

と交
まじ

わり、アテネの人々
ひとびと

の考
かんが

え方
かた

を学
まな

び、アテネの人々
ひとびと

が

分
わ

かりやすい方法
ほうほう

でイエス様
さま

をお伝
つた

えしたのです。つまり、イエス様
さま

の事
こと

をギリシャ哲学
てつがく

ふうに言
い

い換
か

えて伝え
つ た

た

のです。 

雑談
ざつだん

 

（ギリシャ哲学
てつがく

のストア派
は

 エピクテトスの言
こと

葉
ば

） 

「自
し

然
ぜん

は人間
にんげん

に一
ひと

つの舌
した

と二
ふた

つの耳
みみ

を与
あた

えた。それは、話
はな

すことの倍
ばい

他
た

人
にん

の言
こと

葉
ば

を聞
き

くためだ。」 

 聖書
せいしょ

ヤコブ書
しょ

1
いっ

章
しょう

1 9
じゅうきゅう

節
せつ

（口
こう

語
ご

訳
やく

） 

「愛
あい

する兄
きょう

弟
だい

たちよ。このことを知
し

っておきなさい。人
ひと

はすべて、聞
き

くに早
はや

く、語
かた

るにおそく、怒
いか

るにおそくある



べきである。」 

聖書
せいしょ

とギリシャ哲学
てつがく

の教
おし

えは、どこか似
に

ているように見
み

えますが、徹底的
てっていてき

に違
ちが

うのはギリシャ哲学
てつがく

には、神
かみ

の

存在
そんざい

がないという事
こと

です。 

 

４
よん

．火曜日
かようび

：パウロと知
し

られざる神
かみ

 

 パウロは、アテネの人々
ひとびと

を認
みと

め尊重
そんちょう

する態
たい

度
ど

で接
せっ

しました。具
ぐ

体
たい

的
てき

に見
み

てみましょう。「･･アテネの皆
みな

さん、

あらゆる点
てん

においてあなたがたが信仰
しんこう

のあつい方
かた

であることを、わたしは認
みと

めます。」（使
し

徒
と

言
げん

行
こう

録
ろく

1 7
じゅうなな

：2 2
にじゅうに

）

と語
かた

りました。 

パウロの態
たい

度
ど

は、人々
ひとびと

を気
き

遣
づか

い、アテネの人々
ひとびと

の幸福
こうふく

を願
ねが

う人物
じんぶつ

として良
よ

い印象
いんしょう

を受
う

けました。具体的
ぐたいてき

に見
み

て

みましょう。アテネのいたる所
ところ

に「知
し

られざる神
かみ

に」と書
か

かれた碑
ひ

文
ぶん

（石
いし

に刻
きざ

まれている文章
ぶんしょう

）を会
かい

話
わ

のきっか

けにして、アテネの人々
ひとびと

が作
つく

った「碑
ひ

文
ぶん

を知っていますよ。」と共
きょう

通
つう

の話
わ

題
だい

を見
み

つけ話
はな

し始
はじ

めました。この方法
ほうほう

は、相
あい

手
て

の心
こころ

に共
きょう

感
かん

を呼
よ

ぶ素晴
す ば

らしい接
せっ

し方です。聖霊
せいれい

の働
はたら

きかけは、具
ぐ

体
たい

的
てき

です。 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：新
あたら

しい神
かみ

の紹介
しょうかい

 

 パウロは、アテネの人々
ひとびと

と仲
なか

の良
よ

い関係
かんけい

を作
つく

りました。アテネの人々
ひとびと

は、パウロが伝
つた

えたい事
こと

を聞
き

く準
じゅん

備
び

がで

きました。そして、パウロは本当
ほんとう

の神様
かみさま

を伝
つた

えました。 

 パウロは、「全
すべ

てのものは、私
わたし

が伝
つた

える神
かみ

が創
つく

られた。そして、その神
かみ

は、人
ひと

が作
つく

った神殿
しんでん

には住
す

みません。

私
わたし

の伝
つた

える神
かみ

は全
すべ

ての命
いのち

と必要
ひつよう

なものを全
すべ

て与
あた

えてくださるお方
かた

です。」と語
かた

りました。アテネの人々
ひとびと

は、そ

れを聞
き

いて本当
ほんとう

の神様
かみさま

を信
しん

じる一歩
いっぽ

を踏
ふ

みだしました。 

 〈パウロがアレオパゴスの広
ひろ

場
ば

で演説
えんぜつ

したまとめ〉 

①
いち

 アテネの人々
ひとびと

の神様
かみさま

を求
もと

める誠実
せいじつ

さをほめました。 

②
に

 パウロは、アテネの人々
ひとびと

の信仰
しんこう

心
しん

を観察
かんさつ

して尊敬
そんけい

できるところを見
み

つけ、伝
つた

えました。 

③
さん

 パウロは、アテネの人々
ひとびと

の宗 教
しゅうきょう

を研究
けんきゅう

し、足
た

りないところを教
おし

えました。 

④
よん

 アテネの人々
ひとびと

が知
し

らない本当
ほんとう

の神様
かみさま

は、そば近
ちか

くにいると伝
つた

えました。 

⑤ 本当
ほんとう

の神様
かみさま

を受
う

け入
い

れないと永遠
えいえん

に滅
ほろ

んでしまうことを警告
けいこく

しました。 

パウロの伝道
でんどう

方法
ほうほう

は、相手
あいて

に寄
よ

り添
そ

い、相
あい

手
て

を知
し

り、相
あい

手
て

を理
り

解
かい

して、分
わ

かりやすい言
こと

葉
ば

でイエス様
さま

の愛
あい

を伝
つた

え

る事
こと

です。 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：一線
いっせん

を越
こ

える 

パウロは、非
ひ

常
じょう

に効
こう

果
か

的
てき

な方法
ほうほう

でアテネの人々
ひとびと

の心
こころ

を掴
つか

みました。パウロは、聖書
せいしょ

の考
かんが

え方
かた

とアテネの人々
ひとびと

の考
かんが

え方
かた

や信仰
しんこう

心
しん

の共通点
きょうつうてん

を見
み

つけて聖書
せいしょ

の真
しん

理
り

であるイエス・キリストの復活
ふっかつ

と天国
てんごく

の希
き

望
ぼう

を教
おし

えました。

アテネの人々
ひとびと

に聖書
せいしょ

を理
り

解
かい

してもらうためにパウロは、ギリシャの詩
し

人
じん

の作品
さくひん

も使
つか

いました。パウロは、本当
ほんとう

に

柔
やわ

らかい考
かんが

え方
かた

を持
も

っていました。 



 パウロは、聖書
せいしょ

の真
しん

理
り

を伝
つた

えるために努
ど

力
りょく

しました。しかし、全
すべ

ての人
ひと

が導
みちび

かれたのではありません。真
しん

理
り

を

拒
こば

み、パウロをバカにする人
ひと

もいました。人
ひと

に嫌
きら

われることは辛
つら

いことですが、パウロは、大切
たいせつ

なメッセージを多
おお

くの人
ひと

に伝
つた

えることができました。これはとても重要
じゅうよう

なことです。救
すく

いの選
えら

びは、伝
つた

える側
がわ

でなく、メッセージ

を聞
き

いた人
ひと

にあります。私
わたし

たちもパウロの方法
ほうほう

を用
もち

いて伝道
でんどう

するならば、神様
かみさま

の奇
き

跡
せき

を見
み

ることができるかもし

れません。 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：まとめ 

 今週
こんしゅう

は、パウロを通
とお

して効
こう

果
か

的
てき

な伝道
でんどう

方法
ほうほう

を学
まな

びました。まず、私
わたし

たちは、居心地
いごこち

の良
よ

い場
ば

所
しょ

から飛
と

び出
だ

し

て、イエス様
さま

を伝
つた

えたい人々
ひとびと

の価
か

値
ち

観
かん

や文
ぶん

化
か

を研究
けんきゅう

するためにアレオパゴス（証
あかし

の場
ば

）に向
む

かいます。パウロが

アテネの人々
ひとびと

に接
せっ

したように相
あい

手
て

の素
す

晴
ば

らしいところを認
みと

め誉
ほ

めます。そして良
よ

い関係
かんけい

が築
きず

けたときに惜
お

しげもな

く聖書
せいしょ

の素晴
す ば

らしさを伝
つた

えるのです。 

 パウロは、アレオパゴス（証
あかし

の場
ば

）に行
い

って、イエス様
さま

を伝
つた

えました。神様
かみさま

、お祈
いの

りします。「私
わたし

もパウロと同
おな

じようにアレオパゴスに向
む

かう勇
ゆう

気
き

と知恵
ち え

をください。」 


